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サーモグラフィを用いた冷え性の病態生理学的検討

気温の変化と冷え性患者の皮膚表面温度分布の関係について
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要旨：季節毎の婦人の冷え性患者における全身の皮膚表面温度分布について，サーモグラフィ

を用いて検討した。その結果以下のことが判明した。1）冷え性は外気温が1カ月の最高気温

が20℃，最低気温がle℃，平均気温で15℃以下になると発症しやすくなる。2）外気温が前記

の条件において，中間温環境下でサーモグラフィ上，躯幹部の最高温度と四肢部の最低温度の

差が8。C以上ある症例では99％の確率で冷えを訴えることが明かとなった。

索引用語：婦人の冷え性，サーモグラフィ，気温の変化

key　words　：　Coldness　in　women，　Thermography，　Change　of　atmospheric　temperature

はじめに

　我々はサーモグラフィを用いた冷え性の臨床的

検討を行ってきたユ）が，アンケート調査に於て冬

期に冷えを訴える患者が多く（表1），また，恒

温室内（室温26土1℃湿度55士5％の中間温環境

下）で20分間以上馴化させた後サーモグラフィを

用いて測定しても，冬期と夏期では同一個体に激

てもかなりの差異があることに気が付いた。

　そこで季節による気温の変化が冷え性発症の重

要な背景因子として存在することが考えられたた

め，季節毎の冷え性患者の表面温度分布について

検討した。

表1　冷えの重症度と冷えを感じる季節の関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　n　＝89）

重　症　度　　　　春 夏 秋 冬 一年中

冷えてたいへん困る 1（例） 0 1 3 6

冷えがよく気になる 7 3 8 20 6

冷えが少し気になる 1 0 3 28 2

対象・方法

　1990年1月より12月までの間に当科外来を訪れ

た患者のうち，冷えを訴える患者（以下冷え（＋）

患者と記す）58名，冷えを訴えない患者（以下冷

え（一）患者と記す）21名合計77名を対象に延べ

83回サーモグラフィを施行した。食後1時間以上

経過してから室温25～27℃，湿度50～60％に設定

した恒温室内で所定のガウンに着替えた患者に20

分間以上馴化させた後，日本電気高直サーモトレー

サ6T66を用いて，顔・胸部・腹部・背部・腰部・

大腿伸側・大腿屈側・下腿伸側・下腿屈側・足背・

足底・手掌・手背の各部の皮膚表面温度を測定し

た。そして12～2月，3～5月，6～8，月，9～11

月の各季節毎に，冷え（＋）患者・冷え（一）患者

の2群に分けて各部の表面温度の最高温度と最低温

度の平均値と標準偏差値を算出しrθtrospective

に検討した。また各二二に個体の幅幹部の最高温

度と末梢の最低温度の較差と季節の変化の関係に

ついて検討した。

　尚，有意差検定はt検定で行った。
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結　　果

1．身体各部の最高・最低温の季節的変化につい

　　て。

　冷え（＋）群，冷え（一）群の各季節における

身体各部位の最高・最低温度の平均並びに標準偏

差値を表2・表3に示した。これにより身体各部

位における最高温度と最低温度の季節的変化を個々

に検討した結果，幅幹部（胸・腹・背中・腰）で

はその季節的変化は有意の差を認めずほぼ同じ傾

向であった。そして最高温度の平均値は33．3℃～

35℃であり，最低温度の平均値は30．8～32．9℃で

あった。図L2に冷え（＋）・冷え（一）群にお

ける腹部最低温の変化を代表例として示したが，

両三共に有意の季節的変動を認めなかった。一方

四肢（大腿屈側・伸側，下腿伸側・屈側，手掌，

手背，足背，足底）においては，冷え（＋）群の

表2　冷え（＋）群の皮膚表面温度　単位：QC

　　　平均値±SD

部位

顔

窮

腹

背中

殿

高
低
高
億
高
低
高
低
高
価

最
最
最
最
最
最
最
最
最
最

大腿伸側最高

　　最低
下染伸側最高

足背
低
高
低

最
最
最

大醜屈側懸轟

　　最低
e題届膨最高

足底

手掌

手背

億
高
低
路
低
高
低

最
最
嚴
最
最
最
最

12－2周　 3－5月
■＝14　　　　　　　圃＝18

34．4±e．T　34，5±O．5

32．5士LO　　　32，7土0．9

34・2±0．7　　　34．2士0■4

32．e　一十　1．1　32．e　±　e．　e

34．1±O．7　34．2±O．5

32．8±O．9　32．9±O．8

33．9±e．7　34．1±O．4

32，e±O．9　32．6±C．S

34．1±O．e　34．2±O，4

3夏，2±隻■5　　　3！・2±1r2

33．1±里．3　　　33顧5±0．8

29卜5±1．毫　　　29．8±1．0

32．5土匡』　　　3z．6土。．T

Z9．4±1．8　29．fi±1．T

30，6±1．？　3Le±1．S

！4．7±z．v　2e．6±z．s

33．7±1．a　33．e±O．7

31．5±O．7　31．fi±O．B

3Z．S±Ll　一　33．3±O．e

29響5±1．5　　　30曾3±1・且

29．Z±2．1　30．5±2．3

24．Z±2．3　2fi．4±2．9

33．3±1．2　33．9±O．1

30．8±　2．2　32．0　±．　1．5

33．4±1．2　33．e±O．e

3塵．o±！．e　　　3且．7iI．3

6－8月　　9－ll月　 年間

隔＝16　　　　　　 闘＝10　　　　　　翼＝59

34，9±O．5　34．fi±O．4　34．6±e．fi

33．1±O．e　32．6±O．9　3Z．7±e．9

34．6±O，S　34．4±O．S　34．3±O．e

33．2±O．7　32．e±1．0　32，S±D．9

34．8±O，5　34．1±O．4　34．3±D．e

33，3±e．T　32．7±O．5　32．9±O．e

34．4±e．1　33．6±O．4　3一．t±O．6

33．1±O．9　32．5±O，6　3Z．7±e．9

34．T±O．e　33．T±e．7　34．2±O．6

32，B±e．T　31．5±1．1　31．T±L－

34．3±e．7　33．e±O．e　33．6±1，0

31．4±O．e　29．9±e．S　30．2±r．2

33．8±O．4　3Z．e±e．T　3Z．9±O．9

31．T±O．e　30．2±O．e　30．2±1．e

33．7±！，e　32．0±1．3　31，e±2．0

3e．V±Z．2　28．e±3．Z　27．4±S．S

34．3±0．7　　33．6±0．7　　 33．8士098

3Z．3±e．6　31．4±O，7　31．e±O．e

34．0±O．e　32．e±e．9　33．3±O．9

31．e±t．1　30．3±1．0　3e．5±IA

33．3±1，T　30．4±2．3　30，7±2．T

30．T±t．B　Z7．6±2．e　ZV，2±3．6

34，T±Og6　　　33．5±1．0　　　33．9±且，且

33．5±O，9　31．7±1．e　3！，e±2．0

34．5±O，T　33．4±O．6　33．e±1．0

32．9圭1．0　　31．3土且．5　　　31．7土1．6

方が冷え（一）群に比べて，寒くなるほど四肢末

端に向かって次第に温度が低下する傾向が認めら

れた。中でも足底・足背部においては，冬期に於

て冷え（＋）群に比べ冷え（一）群の方が特に低

い温度を示した。図3．　4に冷え（＋）・冷え（一）

群の季節毎の足背最低温の変化を示した。冷え

（＋）群に託ては（一）群と比べて季節による変

動が著明であり，特に冬期における温度は明らか

に低かった。そこで冬期における足背の最低温を

冷え（＋）群と冷え（一）群で比較検討した結果，

図5の如く冷え（＋）群で有意に低い温度を示し

た（p〈0．02）。

　以上のごとく身体各部の温度の季節的変動は，

四肢末端にいくほど冷え（＋）群の方が冷え（一）

群に比べて大きい傾向を示したが，．躯幹部におい

ては両群共に変動を認めなかった。

表3　冷え（一）群の皮膚表面温度

　　　平均値±SD
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低
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高
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低
轟
低

最
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12t－2月
曄＝6

34．1±O．9

32．2土1．5

34．1±O．7

32．1±O．7

34．0±O．fi

32．e上0．5

34．1士0，8

31．8土0．4

34．3土。』

30，9土1．見

33．且土。．7

30．3土1．e

32．4±1，0

29．6±1．1

32．t±1．fi

2e．4士3．2

33．3±1．2

31．fi±D．6

3Z．7±1．4

29．5士lr4

Sl．e±2．7

21，4±s．e

33．4±1．4

31，2土1■8

S3．3±1．fi

3L5±2．1

3－5月　　6－8月
翻＝6　　　　　　　　闘tr6

34．且±o．5　　　35．o土。．1

32．3±L！　34．0±1．4

S3．6±O，fi　35．0±O．S

3艮．7±1，4　　　33，3土0，9

31．1±e．S　3Le±O．9

32，2土置，2　　　　3394土0．8

34．o土。．3　　　34，■土。．9

32．2土0．9　　　33．0土0．e

3●．正土0．3　　　35．0±0．5

31．5±O．8　33．2±O．g

33．4±e．fi　35．1±O．7

30．6±O．9　32．Z±1．0

32．S士0．7　　　34．●土0．e

30．7±O．T　32．1±O．9

S3．1士0．9　　　33．8土且．2

30．7±聖』　　　31．1±2．且

33．5土0．5　　　34．6上0．3

31・5土0・6　　　32．3±Or7

3Z．9±e．9　34．S±O．9

31．0土1．2　　　32．4土1．4

32．7tt．e　3S．e±1．S

30．S±Z．1　31．i±2，1

34．0±O．g　34．7±1．1

32．fi±0．9　　　32．9土1．9

31．3土0．fi　　34．6士！．2

3Z．1土1．2　　．　32，5±1，5

単位：。C

9－11月
闘＝9

3●。6土0』

3z．s±e．fi

34，1土0，6

32．3土0．9

34．0±O．fi

32，5土097

33．T土。．8

32．4±O．T

33．e土0．9

31．6土194

33．1±O．1

30，唖±0．9

32．量土0．7

30，0±1．2

32．e±O．B

29．3±1．9

33．2土0．6

31．0土0．9

32．4土皇．2

30．0土1．4

3L7±1．3

ZB．2±1．9

33．E±O．e

31．S±1．S

33．4土監．0

32，1±1．0

年聞

ll－2V

34．6±O．7

32．6土1．2

34．2±O．V

32．6±L1

3司．2±0．7

32．7土OPg

S4．0土0．7

32．4±e．9

34．2土0．9

31．S士1．4

33．e土LO

30．S±1．3

32，e±1．2

30F5土1．4

32．6±1．3

29．6土2．3

33．E土0．9

3艮r5±0．9

33．置土L4

31．5±O．9

32．2t2．e

29護±2．8

33．e±1．1

32．職±1．7

33．a±1．2

32rO土1－5
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図2　季節毎の冷え（一）群における腹部最低温

　　　の変化
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2，躯幹の最高温と末梢の最低温の較差について。

　季節毎の各個体における躯幹部（胸，腹，背中，

腰）の最高温と，四肢末端部の最：低温との較差を

求め，分布図，平均値，並びに標準偏差を図6．7

に示した。両群雲に温暖化と共に較差が小さくな

るという季節的変動があるが，特に冷え（＋）群

では冬期における温度較差が大きく季節的変動が

著明に認められた。そこで冬期における冷え（＋）

群と冷え（一）群の温度較差を検討した結果を図

8に示したが，冷え（＋）群の方が冷え（一）群

より有意に温度較差が大きかった（p〈0，001）。

図9に温度較差が8℃より大きい患者の出現頻度

を月別に示したが，冷え（＋）群において10月か

ら4月の間の頻度が圧倒的に高かった。これを三

朝地区の年間の気温（図10）と湿度（図11）の変

化に照らし合わせて考えると，月の平均で，最低

気温が10℃，最高気温が20℃平均気温が15℃より

低くなる10月から12月，1月から4月の時期に一

致して，体の温度較差が8℃以上になる例が冷え

（＋）群に有意に多いことが示された（p〈0．Ol）。

　以上のことより，外気温の最低気温で10℃，平

均気温で15℃，最高気温で20℃以下の生活環境に

おいて冷え性が発症しやすく，その際サーモグラ

フィ上躯幹と末梢の温度較差が8℃以上あれば99

％以上の確率で冷え性と診断しうることが明らか

となった。
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考　　察

　冷え性を訴える婦人は婦人科外来患者の54％と

いう多くを占める。しかし，冷え性の診断法は

従来患者の主観的訴えを聞くに留まっており，客

観的な診断法の確立が求められてきた。近年冷感

部位の診断方法としてサーモグラフィが注目され
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平成元年の三朝地区の月別平均気温の推移

てきたが，尚その診断的有用性については不明な

点が多かった。今回我々は体表面の一部分と他

の部分との温度較差に応じて冷えるという感覚

が生ずるならば，冷えを訴える患者と訴えない患

者で全身の温度分布に明らかな差があるのではな

いかと考えた。また，アンケート調査で冷えの発

症要因として季節が最も大きなものとしてクロー

ズアップされてきたことより，季節的変化につい

て検討した。

　その結果，躯幹部において皮膚表面温度の季節

的変動は見られなかったのに対し，四肢部では末

端にいくほど大きい傾向を示した，ことに冷えを

訴えない患者に比べて訴える患者に有意に冬期に

於て足背部の最低温が低かった。

　核心温を一定に保つために体表面では血流量を

調整しながら外界との間で熱の出納を行っている。

四肢では末端にいくほど環境温の変化に応じた血

流量の変化が大きく，四肢では動脈血と静脈血と

の間の熱の対向流機構もあって，普通の環境条件

では四肢では縦軸に沿った温度勾配ができ，末端

程表面温が低くなることが知られている。今回
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のデータにおいても冬期に於て冷え（＋）群，冷

え（一）群いずれもより四肢の末端温が低下する

傾向がみられた。しかしこれだけでは冬期の冷え

（＋）群と冷え（一）群の問の温度較差について

は説明できない。四肢末端の血流は脊鱒の血管運

動中枢により支配された交感神経系の皮膚血管収

縮神経（CVC）により調節されている。一方

躯幹部皮膚ではCVCと皮膚血管拡張神経の能動

的血管拡張（CVD）とが関与している。核心

部より遠い四肢末端部ではCVCによる一元的な

おおまかな熱量の調節が行われ，核心部により近

い嘔幹部ではCVCとCVDによる二元的な微妙な

調節が行われていると考えられる。今回のデータ

で躯幹部の温度に殆ど季節的変化が見られないの

は，こういう調節機構がうまく行われている証拠

であろう。

　従って，冬期に於てのみ冷え（＋）群が四肢末

端部で有意に低い表面温をとる理由は，主に脊髄

の1血管運動中枢が中長期の寒冷刺激に反応して興

奮し安い状態にあり，冬期に出て容易に持続的に

CVCの活動性を充進させるためであろう。

　体の温度分布の季節的変化より，冬期には冷え

（＋）群において腹部の表面温度を一定に保つた

めに四肢末端の温度が代償的に顕著に低下してい

ることが予想された。そこで，躯幹部の温度と四

肢末端の温度較差が大きいほど冷えを感じるので

はないかと考え，温度較差の季節的な変化につい

て検討した。冷え（一）群では1年を通じて殆ど温

度較差が8℃以上を示すものが3例／27例（11．1

％）と少なく，しかもこの3例は平均気温が15℃

以下である10月と1月に認められた。一方，冷え

（＋）群では1年を通じての温度較差が8。C以上

を示すものが30例／56例（53．6％）と多く，しか

も平均気温15℃以下の季節では27例／31例（87．1

％）の多くが8℃以上の温度較差を示す様になっ

た。従って，1吻月の平均気温が15℃以下の季節

になると，冷え（＋）群では温度較差が8℃以上

になる症例の多いことが判明した。冷え性の発症に平

均気温15℃以下という外気温が関与していること

より，生活環境温が冷え性発症の重要な要素であ

ることが推測された。

　1カ月の最高気温が200C，最低気温が10℃，あ

るいは平均気温15℃以下の時，中間温環境下でサー

モグラフィ上躯幹部最高温と四肢二二低温の較差

が8℃以上あれば冷えを訴えるようになることが

明らかとなった。これにより，従来曖昧なまま放

置されていた冷え症の診断に客観性を与えること

ができたと考える。

結　　語

　冷え性の発症に気温が重要の要素であること及

び，サーモグラフィを用いた客観的な冷え性の診

断基準を示した。
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Thermological study on the coldness women

- Second report. The relationship between

the change of atmospheric temperature and

body surface temperature in women with com­

plaints of coldness in limbs.

Akimasa Takatori, Hiroshi Okuda,

Kaoru Sekiba, DYoshiro Tanizaki.

Misasa Hospital, and J)Department of

Obstetrics and Gynecology, Okayama

University Medical School.

From January to December in 1990, whole

body temperature was measured in 79 women by

using a thermotracer 6T66, and was compared

to the change of atmospheric temperature.The

difference between the highest temperature

of the body and the lowest temperature of

the limbs was more than 8°C in women with

complaints of coldness of limbs. This

difference was observed in 88% of the women

complaining coldness when the average atmo­

spheric temperature in a month was more than

15°C.


